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=トルコからのたより③1

トルコ地質調査所MTAの紹介

12月から3月漢ではトルコ全土か雨期にはいりア

ンカラは遠景雪が降っ花P気温も最低一ユ5℃にもなり

目中でさ克零下紀なるこをがしばしば町はアパｰトか

らでる煤煙にすっぽりつつまれてどんよりし淀毎目が

つづきました.3月も後半にはいってから雪が雨にか

わり晴れの目も多くなり塞した曲目本をちカミって降

雨1降雪の目も乾燥しているのでむめじめし花不愉快

さはあり襲ぜんし気温が低いわりにはそれほど寒さ

を感じ蛮せんでしだ睡

12月より3月まで出張先から帰った所員で1こぎわっ

ていた庁舎も4月にはいってから出張者があいつぎ

次第にあちこちに空室がめだつように松りました.私

もこれからトルコ中央部の肯第三系の宥炭調査にでかげ

るのですが折悪しくジｰプ払底のため新しいジｰプ

の到着を待つあいだお便りをしたためます.

一トを書けばよいのですから私にとってはかなりのハ

ンディキャップを背負わねばなりませんでした.

弁解はほどほどにして私がうかがい得た範囲でト

井上英二

ルコの代表的な地質研究機関であるM.丁人の活動状況

をおしらせしましよう.この紹介カミ単に1研究所の紹

介にとどまらずこれをとおしてトルコの地質活動の

一端やトルコ地質研究者気質狂とを読みとってくださ

る粗らば幸いです.

1トルコの地質研究機関

トノレコ共和国で地質学を研究している大学1研究機関

にはイスタンブｰル大学1イスタンブｰル工科大学1

工一ゲ大学1アンカラ大学1黒海大学･中東工科大学

および帆下人があり資源開発公社として鉱山開発

銀行(En遣ANK)1石炭公社(TXふ)1石油公社(T.

PAO.)があります.イスタンブｰノレ大学は最も充

実した地質学研究･養成機関でありいっぽうトルコ

地質学会の大御所的存在である眺狐笈酊IN教授カ激

鞭ををるイスタンブｰル工科大学は主として採鉱地質

学を研究しています年アンカラ大学はおも熔古生物

学の研究にあたっています.肱TA･の地質技師の大

部分はこれら3大学出身者によってしめられています.

トルコ南部のイズミルにある工一ゲ大学は数年前に地

質学科が発見し西ドイツ1ボン大学の元教授構造地

質で著名な蹄曲鵬鰍博士が指導に海だっています.

アメリカ資本で創立した串東工科大学はアンカラ郊外

にあって元肌γA｡の磐石学技師でオランダのvan

de資KAADEN博士カミ教鞭をとってい蜜す籏黒海大学

は黒海沿岸の古都トラブゾンにあり地質学科は発見し

たばかりで教官も少なく活動はこれからあいうとこ

ろです･以上の大学にもまして規模と情動範囲の点

で名実ともに地質調査1資源開発

の中心をなしているのは賊｡T.A

です.

望搬.Y､盈.

1935年創立いらい着冷と発展

してきたM.T.A.はMaden

TetkikveAramaEnst拙sむの略

で鉱物調査開発研究所と訳され

てい漢すが組織画調査研究活動

からみて世界の地質調査所と同じ

よう在機能をはたしています.

第ユ図位置�
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写輿⑩

一鶴宛歳し稔

滅.零｡孜薪滞密

牽巣1ま漆鰭

所薦と業務

M･T･A･は工率ルギｰ･天然資源省に属する政臓研究

機関でトル鴛園内の未開発地下資源の調査と国士開

発のための基礎研究1調査をおこなうところです｡調

査開発は企業べ一スにのる段階までM.T.A｡の孚でお

こ匁われそれから先はたと麦ば資源が金属1非金属

で齢れば鉱山開発銀行(跳臨泌)に石炭であれば

石炭公社(Tふい有滴1ガス校らば宥油分社(T.

P･んO･)にそれぞれひきつ淋れ実際の開発はこれら

国公営機関の手でおこなわれます.

設備と予箆

M.T-A･の庁舎はアンカラ中心部から約6齢槍な

れた郊外の低い丘陵の上にあります.3階建のコンク

リｰト建築の建物がおよそ10あまりあり員下なお増築

中です｡蝸⑧隼工0月婁ではM･T･A･の庁舎はアンカ

ラ剛員市街ウルスにあってモルタル建のうすよごれた

鏡物でし花.内部ほちようど河田町のわが調査所に

匹敵するぐらいでした.ユ0月以降新庁舎が完成した

部分から順次移転を開始し本部をはじめ総務部とおも

な研究部課はほぼ移転を完了しました.技術部門･

修理工場食堂赦どは襲だ順庁舎にをどまっています.

新庁舎の内部は近代的な感じで研究到こは個室漢た

は蟹～3人望があてかわれ各室に電請1連絡ベルがと

りつけてあり漢す.,暖房はもちろんセントカ叱一テ

ィングです.

もここでなつかしくみました.)

実験設備については兇学の機会派ないのでわかり裏せ

んカ隻岩看鑑定や分析依頼の報告書カミスピｰディにかえ

ってくることから推定してか匁りの設備があると考免

られ漢す.しかしX線装置一電子顕微鏡などどの

ていど整備されているかは不明ですし研究の先端をい

くような実験設備はまだないようです.それにひきか

えフィｰルド用ジｰプ300台以上小型トラック(ピ

ックアップ)大型トラック多数試錐機械もが在りあり

とくに昨年ソビエトより購入したδ,000独ボｰリング機

械など野外調査用の機具は充実してい塞す.このこ

とからも判断されるように現在のM工んは研究よ簑

も調査に重点がおかれていることは明らかです白この

ほか職員の通勤用としてバスが10台あります､また

新庁舎内には郵便局や喫茶室があります.

中央本館の3階は総裁･副総裁等研究幹部の部農で

しめられ同館の簑階の南導部赫図書室北半部が砦看

･鉱物標本展示室1階が/3が講堂と赤一ル残りの婁/s

が化石標本展示室となっています,標本の整理には

岩石課･古生物課の研究員秘精力的に作業に従拳してい

ます.図書室のスペｰスはか放り広く蔵書も豊富な

ようで各国の交換図書がうす高く積まれてい凄した.

(目下移転にともなう整理申で蔵書の1部は漢だ順

庁舎に残されているようです.胃本の地質調査所月報

トルコの工業化促進のため政府が地下資源の開発に

重点をおいているせいかM.T.A.の年聞予算は豊富で

くわしくはおしらせできませんかわが調査所の6～8

倍くらいの予算です､そのため借し気もなく費用の

かかる試錐をトル皿全土にわたって!平方庵に何本と

響灘⑬糠雰艦矛蜜(他薦灘係)�
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いった具合に実穐してい濠す常例年浅一リンダ苧算

を請求しては黒ぺもなくはねつ蝋蓑れるわが調養所録

からみればうらや畿しくも彫りも⑪潅い溶い気も杉

ます.

人員構成

M･τんは創並以来籔一娯ツバ譜園鉦く1副材ツ火

技師の指導のも些悠発麗むて曹施のですが次潮誹〃

コ人技術象の成長によって外人技師は減少し婁在

M･T･A･の職員として契約している外人地質家は20数

名にすぎなくなりました.

現在M･T･A･の総人数は王､500人とも2,000人ともい

われてい凄すがノリキリし凄せん､当の総裁できへ

現在の正確な員数をつかむことは困難であるようです.

というのも構成人員の3分の量以上が運転手1雑役夫

･雇員であり彼等の出入がはげしいためその実数を

つかみがたいという事情にもよるでしょう由このうち

地質専門家は200～300人程度と推定されます.

このようにか柾りの大世帯でさえ員本の2倍の広

さをもつ国土開発のためには裏だまだ不足で例年

大学卒業者10数名を採用してはいます添経験豊富柾技

術者曲研究者はたいへん不足しているので外園からの

技術援助カミのぞ譲れています岨さらにトルコ減徹底

し淀国民皆兵の園で不具でないすべての若者は2年間

兵役に服するため若手や中堅の研究者がM,T.A,から

去っていくという事情も加わって人手がいくらあって

も屋りぬ現状です岳

人員構成は総裁のSad･etti篶ALPAN博士(採鉱専

門家英国留学)を頂点としたピラミッド型を放してい

ます母課長以上総裁まですべての管理職のポストは

導輿⑱MT全総裁防｡Sa谷舵tセ亘描AぴA㈹

当然玖だとながらトル鐵人紀よりてしめられてい婁す｡

一般絡課擾級は30代串噴部疑級は3蝋後串から遠O

代⑳輔冒象恋その多くは英1仏1独1米の留学経験脅

です畳彼籍の象くは脊能添優秀溶研究能力を怒ってい

惑⑳郊衣秘技術的絶み秘慧淡秘かる暇淡蜜花はそ⑳

慮前絶役職秘写免塗れ研究御泌のか密遠さがるハメ

終なり蜜す､

絹織と運営

M.T･A.の組織は第2図にしめすように総裁のも

とに約11部があり各部はいくつかの課や係に細分され

ています.約といったのは正確1α1部であるとい

う意味ではないからで実は私にもはり書りした実体が

つかめません.というのは一昨年秋にはじまった移

転にともなう大幅板紙織がえひきつづき昨年3月組

織に若干の手直しがあったこと放どの理由により凄す｡

しかし組織の大綱においては第2図にしめされる組

織は現状とそれほど大差はないものと思われます抽

そしてこの組織は私カ淋験したかぎりにおいてか

たり有機的に動いていると思われます.

運営面では縦の命令系統がきわめて強固です,上

から下への伝達はスムｰズすぎるほどで上からの要望

カミあれば当初の計画をかえても'それを実行するをい

うよう柱面があり研究者はとってしばしぱ困惑を感じ

ます.反対に下から上への意志の伝達はなか匁かは

かどり蛮せん.これもミリタリズム的色彩の濃いお国

柄とあれば無理も狂いことでべつにM･T･A･ばかりで

なくトルコの役所関係すべて同様でしょう珂

調査研究活動はおいては研究者の作業の分担カ湖確

です｡たとえば調査者か野外からもちかえり液化宥

や磐石の標本を伝薬を共に各課璃務係ぽ張出する&標

本は岩石鑑定室1吉生物課1分析室などの等はわたり早

くて2週間おそくて数ヵ月後に鑑定報告書･分析表な

どが標本提出者の季許に戻ってくるしくみです.

化看の場合化石名ばかりで扱く産出時代まで決定

してくれるのですから不精者にはありがたいものです

し岩有の場合も簡集な詞載蜜でおこなりてくれてい

蜜す､

以上は五例ですがこのような作業の分担はすべての

分野でおごなわれ研究の能率をあげる上にきわめて大

き松翼素となっていますが反繭形式的はながれすぎ

て分担外のこあであれば縦のものも横にしないことに

柾りかね凄せん｡またこの作業の分担はときには

われわれ閏本人にとって階級的にすぎると思われる面�
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総裁

副総裁

技術顧閥

科学黍賃会

秘警監盗

企鰯漆簿欄談敬鷲欝議会

鐘簸黍貫会

会計部人事教鷲翻総務部

鉱沫部簑禦簾誕霊

工識綴斡

燃勧繍

地鴛部集験部技術部

鰯蓋鰯発部科学費料綴

匡亙憂匡夏詞匿亙圃匡璽劃腫璽翻睡獺慶嚢璽慶麹慶璽鐵

慶塵璽匠亙劃慶蟄匿置酬璽璽陵籔劉慶璽睡藪､

慶黎慶璽

厘亙璽慶璽璽

匡亙蟄匿璽

匿星璽塵亙蟄

贋劉騒藪睡嚢腫璽歴璽陵璽

駆慶璽醸嚢腫璽璽騒鰯騒鰯

睡駆璽慶璽国璽匿璽匿璽

慶鰯優蟹醒遜睡蟄

匿魑匿嚢黎

慶璽1陵1璽

慶

第2図M｡γ.

もあります｡極端抵例をあげましょう由庁舎の各階

廊下の四隅にはとゲを生やした大男が婁～3名すっ椅子､

に腰を為ろしてい蜜す吉研究員から呼陵れたり研究

室グアのランプがつい花りするとやおら腰をあげて研

究員の室ぽおもむき雑用をいいつけられるわけです,

用事か多いとめまぐるしく廊下を往復していますカミ用

事がなければ3時間も4時間もじっと腰をおろして窓外

をなカミめたり廊下を歩く女性研究員の腰のあ淀りをボン

ヤリ海がめたりするだげです｡その忍蹴づよさにほか

え形て腹だたしいほどです苗彼等は完全な下働らぎ

雑用係租のです.一般職責より30分早く出勤して各

室を掃除し退庁時には30分運く婁で居残って戸閉りや

便所の掃除です白壁冷たるフｰサイの大男が若い研

究貴ぽアゴで使われ紅茶をサｰビスし花りしでいるの

をみると少食気毒蛇溶り護す､蛮淀クイｰルドの

場合運転等は麗転彪はしか篶蜜世んいく壕導梼無沙

汰でも変ほ妊のζお赫溶い秘ぎり火炎隻濠ゆ顯てイ乍

業を寺伝っ怒りばし漢せん畠

A､の鰹織

刊行物

M.T,A.の研究調査報告の定期刊行物として跳脹ぬ

械腋ユん(圏内版･外国語厳)があり襲す再｡外圏版

は著者によって英･仏･独語で蕎かれてい裏す咄こ

れはM.T･A･所員の報告ばかりでなく他の大学の研

究報告も共に掲載されています,所としての毎隼の

滑動報告は年1回発行の如伽搬鯛｡愛撫斑｡慨串底苗

夏醐搬㎜細伽夏量鵬(年次)があり塞す.これはトルコ

語版だけです.他の刊行物としてトル螢薬翻蟹鉱

産話(鉱種別)があります.

M.T.ん発行の地質図として1965年に蜘万錆⑳項

トル㌶地質團が完成し裏し花.これは21図幅にわか�
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写真④MTA機関紙

て全所員に配布してい凄す.これにはM･T･んの方

針1清動状況･成果･フィｰルド便り･人妻異動･冠婚

葬祭･笑誘匁とが写真入りで掲載されています.仕事

におわれてかえりみる余裕の扱い私はとってこの機

関紙はいレコ語で書いてあるのでチンプンカンプンとは

いえありがたい情報源でした.あとでのべるトルコ

大地驚の模様もこの新聞のお蔭で概要かつかめ凄した｡

研究部課点描

次に私が知り碍だ範囲での(肌丁､A.全体からみれ

ぱごく1部にすぎませんが)研究部課の内容や活動を簡

単に紹介します.

放射能鉱物お素び孫巌都

いやに長たらしい名前です淋夏967年3月の組織再編

成でたん生じた部です｡放射能鉱物課と石炭課とから

なり豪すかこれ凄では雨課些も鉱床部終属していたの

です､

放鋤雛鉱物課

課長以下エ0数名からなりそのうち地質家は5～6名

です｡シンチ汐一シ翼ン釣ウンタｰやミネラライト

をもってフィｰルドをあびまわっているのは日本と同じ

ですが有望な鉱床地帯の探査ばは陸軍と共同でおこ

なりています.広大な国土の放射能鉱物の探査には同

課の人員ではまにあわず石炭課が赤援しています.

石炭課

私が所属している課で課長以下30名ちかい人員で構

成されてい凄す｡地質家は22～23名でうちイスタ

ンブｰル大学出身の女性地質家2名(彼女等も数歳月

の野外調査ぽでかけます)肌丁･A･にエ跨も勤務してい

写翼⑤鉱陳部族勃飽鉱物｡萄族翻の蹴競蜜

写翼磁(着)孫巌繰鏡映.む滅αTむM亘災(牟)鐙者

(左)花粉学者Dr､跣｡1Aなyo1�
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零翼⑳墾噺響灘綴

ドイツ班は主として黒海沿津に沿って酉から東へ調査

を球衣めでい漢沫,

金属鉱床関係の調査は石炭などとちがってかなり

いまか粗いきれないの添現状のようです.

地質都

地質部には鐵礪議1構遺地質図譲堆積学課1岩石学課･

です),

輿幅課は50万分の王地質図を完成したのち昨年

よりトルコ全土の2万δ千分のエ地質図の作成にのりだ

塚輿⑧驚鐙絢繰爽挫経書数代腕履類欝門鎌

弱惟緑鎌望綻賓孤幽専門錬�
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等薦働鰯灘蜜曹艦の地質鰍愛劔源翁の夏ト淡鴛鋤質鰯

構造地質課には2～3名地質家がいて1968牢の

万国地質学会に提出される各大陸構造地質図作成の一策

としてトルコ全土の構造図を編さん申です｡

蜜瞭導箆課は6～7名のスタッフからなっていま

す由本格的な活動はまだで胃下そゲルフイｰルドで

研修申といったところです.日本をちがってほとんど

ノ･ゲ山のトルコでは空中写真の活躍の揚が誉わめて大

きいでしょう.モデルフィｰルドとしてはトルコ北

部を東繭に走る大構造帯がえらばれているようです,

古生物研究課には全部で20名ちかくの古生物研究

者淋･ます咀内訳は篤三紀オストラコｰド1名新

1古篤三紀貝化宥各2名第三紀育孔虫黛～3名アン

モナイト1名腕足類1名その他ウニ･サンゴなど各

写如鮒1批鯛バ砧幸わ拶臓

専門家がいます｡化石の同定はあたっては主として

嚢一浜ヅパのそノグラフが僕周されてい塞す.新第三

紀の化看芯けについてい克はトルコ南部産の動物灘は

地中海ファウナに黒海沿津の動物騨はイラン･コｰカ

サスのファウナにそれぞれ類似すると1研究貴が語

っていました研究膏は課長をのぞき30才前後かまた

はそれより若くその半数は女性の博士でしめられてい

塞す｡化有の抽出整形作業はすべて王0数名の職工

によっておこなわれています.

滋｡慨｡底.は艦1サ蕎勤務と珪活

肌丁･んの勤務時間は午節9時にはじまり週賢は午

後δ時率土曜は午後エ時におわります,M.T｡息.に

は出勤簿やタイムレ簸一ダｰのたぐいがなく職責の出

欠をどのよう紀してしらべるのかわかり凄せん｡し淀

がって遅刻1早退1欠勤匁とを僧人の良心はまかせて

あるとすれ股立派匁ものです岩

屋休みは12時より2酵まで職員の多くはM.T.A.の

専用バスで自宅紀帰り食事をとります.また王都は

写輿⑬11峡を終文雛瀦で職員パ刺ζ策り退む�
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ところでも退庁時間をのばして仕事の区切りをつける

ということがありません畠一般にトルコ人気質として

用壌がすべてヤヴァシヤヴァシ(のろい)と湯こ扱わ

れテキバキやればすぐは片ずくことでもかなり暇がか

かりますし依頼し花用壌でもその都度せかせね凄

明膚明貿&いうことでいっ果されるかわからぬとい

う状態がしばしばです,概してトル簑人は短時間に

仕事をすませるのがにがてのようでせっかちな賞本

人には窟がゆい感じです.

給料目は毎月末で全職員は会計課の窓口で長蛇の列

をつくります｡職員の給料はまち漢ちですが一般に

技術系職員は事務系よりずっと優遇慈れています.地

質研究者の給与は胃本における岡経験年数の地質家の

約1.5倍か2倍でいどとみてさしつかえありません.

この総与額は一般トルコ人の低賃金(労務者は日本よ

りかなり安い)の扱かではかなりの高絵です.

職責の年次有給休暇は勤務年数と素スト紐よって異

なりますがだいたい年間工船か20資緩度で事務系職

員の多くは夏期に技術系はフィｰルドシｰズンが終っ

一プがいっせいに動きはじめ技術員1研究員の大半で

それぞれのフィｰルドにむかって出発します.まごま

ごしていると30◎台以上あるジｰプの全部がではらっ

てしまい&り残された調査員かガランとした庁舎のな

かで切櫨ヤク腕新しいジｰプの到着をまつかまたほ

夏フィｰルド終免てかえってくるジｰプを萱巌くもの

饗翼鱒η一～バヘ狩く盤申トル靱人運転等ラい

に白く光る剛ま千五秘顯免塩湖(で鰯GδLむ)

の塩の繕蟻

零蔦⑬シルク膜一ド劇舵ルジ幼トノ畑縛代授雌鐙(サ列)曹璃簸

撃;鍍鰯トル刈峡地労の数惟花蔭

写真⑮トル刈映糊1ネブシ漁ヒノレ(晦欄お1r)の災燃舞締�
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にするかどうかせねばなりません｡このよう恋拳態を

ひき潟こすもとはジｰプの配車計画がうまくで蓄てい

扱いからでしょう.原則としてジｰプは調査員1～2

名はつき王台かわりあてられますが同地域で数人の調

査銭湯洞時期に仕事をしているとき1～蟻台で用が足

りるジｰプが作業貴の数鴛けあって遊んでいるというこ

鋤沙なく彪資蜜せん､

シｰズン卵調奮黛はそれ影れの黒約憾修花秘って

肋晦金土陣散密ば繊でい讃すのでフィｰルドの鎗栄

や作薬帯暖微の調査蔑の潔一プ樽遭遇す議ζ勘椛び

施泌港り護す曲蓬完ば屍鏑蔭滋婆簑篶鷲愁彩蕊は地

質屋伸間花淋い紀下薙じ愁喜び滋い近く紀茶唐でも

あればつれ怒吻てむぱ篶雑談締情報㊧交撫登篤忍触㌔

凄尤ソイｰル汽績剃ナ蕃作薬は偶火悠愁漢り蜜沫

が地興調養の揚含一般熔鞘餐縛か婆箏後ヱ騎頃蜜で

のあいだに外業をすませ午後は内業とい姉課でず曲

トルコ人地質家の野外における作業ぶりはもちろん

人にもより裏すか概して賢本の調査貴のようにたん

ねんには歩きませんし野外における観察がおろそかに

なりがちなこと観察した地質現象についての理解カが

不昆していることなどの欠点があげられましょう.こ

のことは肱τA次勤めている地質専門家の大部分が

凄芯若くて経験年数にとぼしいためと思われますがこ

のほかに悠冷としたトルコ人気質も多分に作用してい

ると推察され婁す.

1II卜｣レ㌶鋤至質等皇会三二つむ､て'の祭籔藷祭

トルコの地質学会総会は蝸脚婁月20昌より3賢間

M.T,A･講堂でおこなわれました咀3目間における講

演数はわずかに狛したカ㌧て講演時閥はヱ件につき

五麟閥かヱ鱒閥準でレ淀｡学会出腐は数ヱoo入で輔

至O時淡り午後儀時漢で少溶い講瀞助嚇わ陽沸熱心

恋討識がくりか免密れ漢し花｡講演締織は衣災てト

ル慧語柾ので内容を祭わ杉慧鋤葛慧濠はも葛るん不可

能でした秘トノ鱒地質学会⑳大漢慾⑳汐釣蛇雰麗気

は杓かり漢レ花､感懲盗じで堆積学駒な研窺ぷり愁

構鐙学的な研究秘象い忽&い晦地質家のトッブクラ

第の瞭ベルは商黒撚脈萄汐績達篶施学驚湾沙ない以･

う,隷恋底遡⑳旗いわが園の地質学剣琢らべて屍劣

蝪坊葛ζ芝肋沁熱心稼臓毅熱吻ぽい雰麗気な濠

返い将来におげる地質学発腰への意欲が十分にうが秘わ

れました筒本とちが沿て聴衆の3分の工か4分の1

が女性でしめられていることはこの分野におげる女性

写真⑰ギ露レメ地方の簸綴娯出の穴1抑～蔓笹紀夢蹄禁渓ト教擁の縫層跡

新第三紀凝咲岩と玄筑潜の互層地滞

写糞⑱努聾レメ地方の澱犠㌻吹るとぐ引こあ慈チムニｰ

漸第三紀凝灰岩からなる�
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欝3顧

拶鑓寧トル鶯東部大地露地域

研究者の進出がめだっていることをしめし裏す.

いま手許にある講演プ隠グラみの五部を紹介して現

在のトノ的地質学会の動向の一端を知る等かか1コにした

いと思います,

韓アナムル地域の地質と中生代の構造運動(黒海大学助手)

繰竜イデシ狐資ル片岩類産尚のかげビ黒紀の動物群(MTA

地質部員)

離饒ザック花筒閃緑驚体と酋生代の構造(工一ゲ大学教授ErQ1

至狐廠L)

*褐炭の糟物徴化石研究(班丁逸看炭誤脱亙,N及薮◎MAN)

燕王鰯隼星月工蝸ya地大地驚の報告(イスタンブｰル工科

大学教授Dr｡眠狐沢亘丁工N)

ホアンカラにおける古生代一中生代の境界(販｡O,EROL)

学会終了後のパｰティｰで工hs狐K弧卿教授に紹

介されたところ教授は｢あ恋たの国の地質学会の盛大

さはよく知っている皇ごらんのようにわが国では地質

家が少狂く学会の活動もまだまだ低調で

wトルコ凍部の大地麗について

いささか旧聞にぞくしますが独鍋年霧

則蝸トルコ東部でおこった大地麗ぽつ

いて当時現地はいあわせた眺丁,息｡調査

貴の目撃談が肱丁ふ機関紙に掲載慈れ

差したのでここに紹介したいと思い凄す｡

｢エルズルム1ムシュ1ビンギョル県に

写真轡濁簸し淀賞夏洲豆慧の繍醜(雌γA新聞より)

写真⑳大地露で生じ池艦製

V柵｡北2.5㎞(MTA新聞より)�
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おける地震の感想(M.T.A.HINIX地区石油調査わ･

ンプよリ)

1966年8月19目金曜目ひるすぎわれわれM.T,A｡の

調査員は石油課長を迎えて作業の検討をおこ抵櫛て

いた.14時20分突然地面が譲も立っていられ救い

ほどはげしく揺れた.この激震は5～6秒つづいた吉

窓外をみると王瞬のうちにHINIゑ町全体力壮ぽこりに

つっまれ西方にそびえるビンギョルの連山がみ吏なく

狂った一おそろしい混乱の直後町全体から叫喚悲鳴

がわきあがった.われわれのキャンプは木造パラヅク

建築であったため幸いにも倒壊をまぬがれた秘土ぼこ

りと叫声からただち紀被害の甚大なることを覚った.

すぐにわれわれキャンプの技師たち獄ジｰプで町や近

くの村冷にむかい倒壊家屋の下敷になっている人々の

救出作業にあたり重傷者をエルスルムヘ違んだのであ

る.副NIZ病院はこの地震で倒壊したのでわれ

われのキャンプが町最初の救助本部となった.HINIZ

ではこのキャンプ以外人のすめる建物はなくなったの

である.

東アナトリアの地質視察旅行中のM.T.A｡総裁簿価

ALPAN博士は報に接するやただちに同キ帝ンプぽ急

行してキャンプの指簿をとった.副N王驚の鮒恐は

誰も宿泊することも食事することもできなくな郷花電

この町を訪れたエルズルム県知事県選出の上不院議貴

建設省次官などお定ら方すべてM.丁巾A｡⑳勢労シダは

滞在せざるをえなく柱った.あげて8月婁⑪濁亙脳艇

に来たデミル首相はALPAN総裁にむか党もれ地麗録

大の被害地ムシユ県V鮒to町にむかった.跳飾では

ほとんどすべての家屋が瓦礫の山と化し叱爽なコンク

リｰト建造物のうち町役場･小学校･保健組合･農業

銀行も蜜恕芥塵紀帰仙花のであ蕃宮地震被害の大書か

り花のは忍のほか紀ビンギ嚢ルの脇泌破鏡圭万級腕搬

Q磁抵婆の地隊秘あ蕃由

われわれキャンプ金員地震による被害者救助にあた

るいつぽう地震のメカニズ表の解析のための調査をお

こたった岨VarぬではN凸WrS胤方陶の割れ胃が確

認された(この方向はトルコ北部を東西に走る大断層

の延長方向にほぼ平行である筆者注).この地域で凝

灰岩や固結度の低い堆積岩あるいは粗しょうな砕腰橿

のうえに建てられた家屋は100%倒壊したこと314

階建のビルは2階建や平家屋よりも被害が大きいことが

観察された古割れ員にそった付近の水源の多くは位置

がかわり水量が増大な危.この頃Varto南を流れる

ビンギョル川の水位もまた高くなった｡後略｣

結局この地震で死傷者4,14鵬倒壊した家屋2茸魯00

戸をだしました白この地域はトル{ヒ部を亙一Wに

走り南東に湾曲する大構造線の延展部にあ夜ゆ構成す

る地質が鮮新世のやわらかい安山岩質凝灰岩や堆積岩

であったこと民家の大準が看や濯で固めたもので揺

れに対してはひとたまりもないことコンクリｰト麓築

とはい克トルコのそれは鉄骨･鉄筋の数が少ないこと

などの要因が地震の被害を大きくしたものと携定され蜜

す帯トル獄は現在溝火帥凄なく地霧もそ桃ほ婆ひ

んぱんではあり謹稜ん赫畏い休化期間を抽いでは構造

断層紀ぞり恕地域紀突発的紀大地麗撚潟こる&いう芯&

淋忍杓蜜芯熔くりか免慧杓で蜜てい蜜す｡ζ⑳太地

麗繊私淋け隙縫爽て煽凋もだ花ぬ資も終生浪花ので

クイｰルRから帰りで同僚紘曙め湘本か魯地震を怒り

恋慧稔⑬総あ狛詮か密か抽勅蜜しだ阜

慧料廼厳晦淋蟻⑳便資薮終り腿じて次回はトル

黛の地質綴観お珊籏資源隠っいでぶれ駕み減陸思菅溝

衣輯

謝辞:この稿を輩す馴ζ齢た郷で資料の援傑をねがった荏ア

ンカラ属本大使館員広瀬撤也氏機聞紙の偲ん訳奮おねがいし

だイ災夢ンブｰル大学欝学卵の簾京大学大学院文学部の翻久部

遺子嬢紀爆く憾謝敷じ蜜ず､(鍛制凌萄巌繰)

飽軍⑳斜撃シリ淵ズ鴻

氷弗簿顯議灘学籍士村不敏秦醤

球欝はザ挑蟹狐軌一約紀鰯翻遥峰⑳初め秘密鵜載慈れ

符鴻ザ氷弗簿の翫蜜繁畿め淀も樽恐2瞬菊鴻な滋懇

い叡氷弗戸憾鷲欝の錐瀞讃繊峨もの懇繍鋤海

氷悠不合歯篶ない閥縁澄かく窟杓淡蔭熔療るも聰慈凝議｡

護愁簿然職学へ磯騨戯滴蜜顯勧鴻冷鷲で怒鋤祭樽嚢大

慧な貯水湖秘鋤りて灘簿蜜翻るお老饒帖地形球繍無限紀

顯でく蕃浸畢禽魚蜜抗る慧曇愁あ篇,地下水鰯薮締氷弗

涙の掘護く魏場で煽い料嶋技術翻凄教吏繍鰯繊愁慧を

だ多夕で撃蜜す密着う裟する吉

潅欝は地平氷締氷弗層⑭糞の婆塗少篶でも夢くの入海紅

襲解篶で怒婆簑稔め縫梁揚な漢灘鷲簿閑分簿等簿の簿登

蒐紬㌔で恵杓湊醐獄う彰じ概鴻弾肩掘夢⑳駿剣㌶ぶ

れ獄喝･薦の慧蔭獅泌ので務蕃か蔭璃陶無環場の管

休みの蹴ζ読め義鋳欝鷲灘澄､

薪欝版製氷錦湧的請
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